
早はじめ
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入手・起動方法から基本的な使い方、クラウド・スマートフォンの接続方法

Z-GISの質問（接続時の疑問・機能がわからない）については、
【Z-GISサポート窓口（(社) 農協協会 Z-GIS管理部）】
電 話：03-3639-1125 メール：z-gis@jacom.or.jp までご連絡ください。

mailto:z-gis@jacom.or.jp


STEP-1

Z-GIS早はじめ
Z-GISを使用するためには、事前準備が必要です。システムの
バージョンアップ情報から、PCのbit数を確認します。ひとつの
PCで31日間使用することが可能な「1か月お試しID」もあります。

事前準備 32bit/64bitの確認と1か月無料ID

PCのbit数の確認 1か月お試しID 2



STEP-2
Z-GISホームページのダウンロードページで、使用許諾書の同意
でダウンロードが起動し、自分のＰＣにあったbit数のソフトを
選択しダウンロードします。
圧縮ファイルを解凍し、デスクトップに保存。
Ｚ（アイコン）をダブルクリックします。

Z-GISのダウンロード
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Z-GISをダブルクリックすると起動します。初回とバージョン
アップの時だけID・パスワードが
必要です。
Z-GISの地図が表示されないときは、設定
をクリックし、サーバータブ「プロキシ
を使用する」「IEに登録済みのProxyを流
用」にチエックを入れ、変更反映で、地図が表示されます。
設定の上部のダイアログで写真が変更できます。

STEP-3 Z-GISの起動

4以上の操作で地図を表示しない場合は「.NET Framework4.5」が入っていない可能性があります。Z-GIS_HPの「お問い合わせ、相談FQA」
の「.NETとは」を参照ください。



STEP-4

Z-GIS早はじめ
マウスのホイールボタンで地図の拡大縮小ができます。電子地
図で場所を選択してから航空写真に変更し作業をすると楽です。
登録場所の上にカーソルを置き、右クリックで「ポリンゴンの
新規作成」を選択します。もう一度クリックし青色にし、右ク
リックで「ポリゴンの編集」を選択します。
黄色い枠の四隅を動かし、圃場の形にし、決定ボタンで確定し、
次の圃場登録をしていきます。

圃場（ポリゴン）の作成・登録
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STEP-5

Z-GIS早はじめ
保存のアイコンから、名前を付けて保存をします。出来たExcel
ファイルをダブルクリックし開きます。データのないD列以降に
登録したい項目を記入します。Excelファイルを上書き保存し終
了します。デスクトップのExcelファイルをZ-GIS上にドラッグし、
データを開きます。さきほどの列がZ-GISで反映されていること
を確認します。Z-GISの記入したい部分を選択し、直接入力が出
来ます。

ファイルの保存とデータ入力
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STEP-6

Z-GIS早はじめ
データをクラウドに保存する場合、CTRLキーを押しながら保存
ボタンを押します。また、CTRLキーを押しながら、開くボタン
を押すとクラウドのデータを開けます。
クラウドに保管することで、同じIDで接続している、ほかのPC
やスマートフォンとデータを共有することが可能です。

PCからクラウドの接続
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CTRLキー押しながらCTRLキー押しながら



STEP-7

Z-GIS早はじめ
スマートフォンのGoogle PlayやApp StoreでZ-GISアプリをインス
トールします。Z-GISアイコンをクリックし開き、メニューバー
のインフォメーションマークをクリックしバージョン情報を開
きます。ログインボタンを押して、IDパスワードを入力すれば、
クラウドの接続が終了です。メニューバーのダウンロードマー
クを選択し、クラウド上の情報を呼び出します。圃場を選択す
ると圃場の個々の情報を見ることが可能です。

スマートフォンからクラウドの接続

8営農管理システム「Z-GIS」のお問い合わせは
JA全農 耕種総合対策部 スマート農業推進課 TEL 03-6271-8274 https://z-gis.net/99/

https://z-gis.net/99/

